






































































































































教友 GiaoHi'.l'U)帥は，一つのホ (hC>)仰の〔宗務上の〕リー ダー となる。
礼生(LeSanh)ωは，一つの郡 (Qu~n)の〔宗務上の〕リーダーとなる。
正治事 (ChanhTri Sω闘は，一つの村 οang)の〔宗務上の〕リーダーとなる。






















第1条上正配師 (Thu'C>'n号 ChanhPhoi Sば〉ωは，各地を視察し，道友 (D亭oHu'u)の世話を
する権限を持つ。
第2条 正玉配師 (ChanhNgC>c PhらiSu')仰は，一方では教えについてと他方では人生〔衆生〕
について職位を治める権限を与えられており，聖会の真伝を見ながら，職位に〔各自の〕本分を尽
くさせることができる。
第3条太正配師 (ThaiChanh PhるiSぱ〉附は，普度 (pho-d<))と教えの財料とを調整する権利
を持っており，財政について心を配り， いずれでも主となって， 天封の職位 (Chu'cSac Thien 
Phong)にむかつて糧稼〔賃金〕を決めることができる。
第4条正上配師 (ChanhThu'Q・ngPhoi Sゅは，全教えを代表する権限を持ち，政府や全信徒
と交わって，人生 (nho'nsanh) (衆生〕を教育する権利を掌中にしており，人生会 (H<)iNho'n 
Sanh)の座主となることができる。
第5条 玉正配師 (NgC>cChanh PhるiSば〉は，すべての職位と信徒を整え治める権限を掌中に
しており，諸々のもめ事もこの人物の掌中に権限がある。
第6条 正太配師 (ChanhThai PhるiSu，)は，他郷で教えを伝えることを職位に乞い求める権
限を持つ。しかし，その地にあって人に限度はあるが，聖会の主座となることができる。




















































ホォ・フアップ(護法 H(i・Phap) ティエプ・ダオ(接道 Ti匂-D亭0)
(甲戊年7月16日夜半〉
カォ・トウォン・ファム(高上品 CAO・THU'σNG-PHAM)帥
貧弱な教え (Ban-D亭0)(教団〕が，教宗，護法， トウオン・サイン(上生 Thu'9'ng-Sanh)Íl~， 
カオ・ティエプ・ダオ〈高接道 CaoTi色p-D亭0)防， レ・ティエプ・テ(繋接世 LeTi色p-Th色〉倒の
権限をお持ちの方々にご挨拶申し上げます。
















































































署名目西暦 署名人物 署名目西暦 署名人物
第1議定書 I1930・山2 I護法教宗[第5議定書 I1930・11• 22 I護法・教宗
第2議定書 I1930・日2 I護法・教宗|第6議定書 I1蜘 11• 22 I護法・教宗
第3議定書|附・ 11・22 I護法・教宗 i第7議定書|削・ 8・25 I護法・教宗































この「序言」は，護法 (HQ-Phap)，文法 (Van-Phap)，土載 (sl-Tai)ファム・ヴァン・ゴ、オ (Ph:j.m-v且n-
NgCl)による降霊の内容という形式をとっている。
(4) lE配師の権能については，拙稿1986pp. 23~26 参照。また，その職位については，拙稿「カオダイ教の
「新律』について一一カオダイ教聖典の考察 j 1986， 立教大学史学会「史苑』第45巻第1号(通巻134
号)[以後，拙稿1986-2とする)p.68参照。
(5) 護法については，拙稿1985を， その教団上の位置については拙稿 ilF法正伝注解』訳考 (2) カオダ
イ教聖典の考察一一ーj，1988，東洋大学アジア・アフリカ文化研究所「研究年報」第23号 (1989年3月発行〉
〔以後，拙稿1988とする)p. 74参照。
(6) i文法 (Van-Phap)jという聖職位階上の職名についてはカオダイ教の『法正伝注解」にも， IF新律」にも，
その名を見ない。ただ，カオダイ教の立法組織であるヒィエプ・ティエン・ダイ(協天台 Hi~p-Thien -Dai) 















帥 Laoは老人の 1人称を表すことから，本稿では「この老いの身」と訳した。 ここでは李教宗のことであ
る0
(12) 頭師の権能については，拙稿1986，pp. 21~23 と，拙稿1986-2 p. 69参照。
制 カオダイ教は1926年成立のため，これが記名された1930年は丁度5年目に当たることからの言。
~4) IF法正伝注解』には護法についての権限の規定は記載されていない。拙稿1986p. 15. 
帥注12参照。
制拙稿1986-1p. 23~26. 参照。
的女性の権限については， PHAP CHANH TRuYEN CHU GIAI， pp. 39~49に規定がある 0
~8) 配師の権能については，拙稿1986-1，p. 26~27，拙稿1986-2 p. 68.参照。
側教師の権能については，拙稿1988，p. 63~65，拙稿1986-2 p. 68.参照。
側教友の権能については，拙稿1988，p. 65~66，拙稿1986-2 p. 68.参照。
例ホ (HCl)については，拙稿1986-2 p. 57.参照。
伺礼生の権能については，拙稿1988，p. 67，拙稿1986ー 2p.67.参照。
帥正治事の権能については，拙稿1988，p. 67 ~69. 参照。
帥副治事の権能については，拙稿1988，p.69.参照。
例通事の権能については，拙稿1988，p. 69~ 70.参照。






帥上品とはカオダイ教の協天台に属する職位の一つ。拙稿1985p. 100， p. 103.参照。




伺 カオダイ教の教団車邸哉については，拙稿1985pp. 102~1O3. 参照。
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